
≪新横種紹介≫

複合表面分析装置
ESCA-AES558UP

ESCA-AugerElectronSpectrometer

(Ulvac-PHIModel558UP)

工学部 電気工学科 小 林 信 一
DepartrnentofElectricalEngineeringShinichiKobayashi

固体表面を複合的に分析する装置として,表記

装置が昭和61年度概算要求(特別設備)予算により

託められ,関係各位の御努力により本年 2月当セ

ンターに納入,設置された｡表面分析については,

既に本誌において各種分析法の原理並びに応用例

が述べられており(1)･'2), その有用性は広 く認識さ

れているところである｡

表面分析には,同一表面の分析 を多角的に行え

る複合的を分析機能が不可欠である｡本装置は,

X線光電子分光装置(ESCA又はⅩPS)及びオージ

ェ電子分光装置(AES)から在る｡前者は,X線(Mg

ka線又はAlka線)照射を受けた囲体表面から放出

される光電子のエネルギーを高精度エネルギー分

析器で分析することにより,表面に存在する元素

の結合状態を調べるものであり,後者は,電子線

照射(3-5kev)により発生するオージェ電子のエ

ネルギーを分析することにより表面の組成分析を

行 うものである｡これらの分析 を,試料を移動さ

せることなく行えることが本装置の特長である｡

分析対象となる表面層の厚さは10-50nm程度であ

る｡本装置にはアルゴンイオン銃 も備え付けられ

ており,イオンエッチングを併用することにより,

深 さ方向の分析も可能と怒っている｡

図 1は装置の全体写真であり,分析 を行 う超高

真空容器(到達圧力5×10 'oTorr)を中心に,左側

にⅩ線源の制御装置,右側に各種分析機能の制御装

置及びデータ処理装置が配置されている｡分析装

置の制御,データ収集,処理には,汎用のパーソ

ナルコンピュータ(NEC PC9801vm2)が用いられ,

取 り込まれたデータは各種の処理の後,ビデオプ

リンター又はプロッタに出力することができ,操作

の簡易化が図られている｡

本装置により得られた分析結果の一例 を図2に

示す'3)｡この結果は,1MH2SO4+1MCH3COONa

溶液中において走電流電解の後寿命に達 した酸化
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リジウム被覆チタンアノードの深さ方向分析 .エッチ

ング時間(min)イリジウム被覆チタンアノー ドに

ついて,アルゴンイオンエッチングを用いて深さ方向分析を行っ

て得られたものである｡深 くエッチングされるに

つれピークがブロー ドとなる傾向から,最表面層

はTiO ,であるが,下層にはTi,0,,TiO等の低次酸

化物が存在していると考えられる｡更に,462.

7ev付近にTi203の2p(1/2)のピークと考えら

れる,ショルダーも認めることができる｡これらの結果から.

電極劣化の原因となる腐食生成物を同定することができる｡

このように,本装置は表面の状態分析が容易に行えることから,今後広汎な利用が期待される｡ 1:0,2:

5,3:10,4:15,5:20.(応用化学科 野口文雄先生


